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沼田 久名誉教授記念号の発刊によせて
学長 山 田 家 正
このたび,商 学討究第48巻2・3合併号を発刊することにあた り,本学の研
究 ・教育に多大の貢献をされた小樽商科大学名誉教授沼田 久先生のご業績を
讃え,本 号を 「沼田 久名誉教授記念号」 とすることに致 しました。
沼田先生は北海道大学理学部数学科 を昭和30年にご卒業の後,同 大学大学院
理学研究科に進学され,昭 和32年に理学修士の学位 を取得,同35年に博士課程
を単位修得退学 されました。道立高校教諭,統 計数理研究所所員を経て昭和37
年4月 か ら本学商学部講師として着任 され,同40年10月助教授,同54年10月教
授に昇任されました。昭和59年4月から同61年6月まで学生部長の重責を担わ
れ大学運営に多大のご尽力 を頂きました。
また,先 生の入試方法改善における卓抜 した創意工夫は本学の入試にとって
常に不可欠なものであ り,先生が本学を去 られた今,我 々がいかに先生の力量
に頼っていたかを痛切に感 じてお ります。それ以外 にも多 くの委員会などを通
じて大学運営に心血を注いで頂きました。平成8年3月 をもって惜 しまれつつ
定年により退職 されました。本学は直ちに先生のご功績に対 し名誉教授の称号
を授与致 しました。本学在職34年の長期 に亘ってのご貢献に対 して改めて心か
ら感謝申し上げる次第です。
沼田先生が所属 された社会情報学科は,昭 和40年に管理科学科 として設置 さ
れ,平 成3年 の改組により現在に至ってお ります。ご着任の時は当時の商業学
科の講座に所属 され,管 理科学科の創設にご努力頂 き,さ らにその充実 と社会
情報学科への改組 に多大なご尽力を頂いたことにな ります。社会情報学科では
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計画科学講座に所属 され,担当科 目は社会情報概論,計画数学,研究指導など,
ご研究は情報 と最適行動であ りますが,線 形数学に関する御高著が複数ありま
す ように,先 生はもともと数学者であります。その数学者としての才能が晴報
科学に生かされたことは当然ですが,そ の論理的思考が大学運営に関する諸問
題にも生かされていたと思います。
教育者としての先生は厳 しい中にもその暖かいお人柄により多 くの学生に慕
われる存在でありました。発刊の都度沼田先生から頂戴 している「沼田ゼ ミナー
ル通信」を読みますと,沼 田ゼミの卒業生は総数で302名に達 し,学 問的なつ
なが りはもとより先生 と卒業生達の人間 としての絆が強いことが理解 されま
す。長年野球部の監督 を引 き受けて頂いていることも先生の人生の指導者とし
ての魅力があってこそと思ってお ります。
現在 も本学や他大学の非常勤講師をお勤めですが,時 間に余裕ができてお好
きな読書を楽しむ 日々をお過ごしと伺っております。先生のご健勝 とご多幸お
祈 り上げて本記念号発刊のご挨拶 と致 します。
